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画像を配置



提案・要望項目 

━ 
┃重点項目  

１. 神戸空港の国際化を契機とした取組みの推進  

２. 広域幹線道路ネットワークの機能強化 

３. 都心・三宮再整備の推進 

４. グリーン社会の実現 

５. 防災対策の推進  

６. くらしの安全・安心の確保  

７. 子育て環境・保健・福祉・医療の充実  

８. 地方創生・権限移譲・県市協調事業の推進  

 

 

┃その他項目  

１. まちの活力の創出 

２. 安全・安心なまちづくりの推進  

３. 教育環境・保健・福祉・医療の充実  
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３．都心・三宮再整備の推進 

 

 

３．都心・三宮再整備の推進 

»総務部、産業労働部、まちづくり部 

１）三宮周辺地区の再整備 

 新たなバスターミナルの整備に対する事業費の確保 

・国の直轄道路事業として整備する新バスターミナルⅠ期を含む神戸三宮雲井通 5

丁目地区（2027 年 12月完成予定）、Ⅱ期を含む神戸三宮雲井通 6 丁目北地区（2026

年３月都市計画決定）の市街地再開発事業について、事業を遅滞なく安定的に進め

ていくために必要な事業費を確保すること 

 官民連携で行う三宮再整備に対する事業費の確保 

・「えき≈まち空間」・税関線周辺における緑化空間整備やラグジュアリーホテルの

立地など、官民連携で行う三宮再整備に対する必要な事業費を確保すること 

２）魅力と活力あるまちづくりの実現に向けた連携 

 三宮再整備と県庁舎周辺を含む元町エリアのまちづくりとの連携 

・県庁周辺のまちづくりの検討に際しては、ＪＲ元町駅西口周辺のバリアフリー化等

に関する検討を着実に推進するとともに、神戸市の進める三宮再整備や元町駅周辺

のリニューアルプランの検討と相乗効果が発揮できるよう連携を図ること 

 

 

 

 

1）2）都市局 都心再整備本部 都心再整備部長 畑田 典子   078-984-0303 
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６．くらしの安全・安心の確保 

 

６．くらしの安全・安心の確保 

»産業労働部、環境部、土木部、警察本部、福祉部、県民生活部 

１）交通事故・犯罪被害防止に向けた取組みの推進 

 道路における危険箇所の改善と安全対策の徹底 

・交通事故の防止のため、引き続き生活道路や通学路等の危険箇所を中心に、信号機

や横断歩道、路面標示、標識等の新設・補修等に対して必要な事業費を確保すると

ともに、地域の実情を踏まえた安全対策を責任を持って行うこと 

・道交法改正に伴う生活道路の法定速度引き下げについて、引き続き市民への浸透・

定着に向けた取組みを行うこと 

・児童生徒の心身の安全確保のため、公共の場や通学路及び学校周辺での拡声機を用

いた暴騒音に対する規制を強化し、地域の実情を踏まえた実効性のある安全対策を

責任を持って行うこと 

 警察官による通学路を中心とした巡回警備等の継続実施 

・登下校時等における犯罪や不審な声掛けの抑止、交通事故の防止による児童生徒の

安全確保及び地域の不安解消のため、引き続き警察官による通学路を中心とした巡

回警備等を行うこと 

 地域における犯罪抑止と体感治安の向上 

・殺人等の凶悪犯罪や特殊詐欺の抑止など、地域の安全・安心を確保する観点から、

地域におけるパトロールや要望把握活動、情報発信活動等を行い、市民の体感治安

の向上と不安の解消に努めること 

・市直営カメラ事業の推進について、引き続き設置後の運用及び設置箇所の見直し等

に協力すること 

 犯罪をした人等への支援 

・犯罪をした人が再び罪を犯すことのないよう、兵庫県地域生活定着支援センターの

体制充実に努めるとともに、市・関係機関と連携して更生支援の推進を図ること 

２）暴力団対策の推進 

 暴力団事務所等の周辺地域のパトロール等による安全確保 

・市民の安全確保のため、引き続き暴力団事務所等の周辺地域のパトロール等を行う

こと 
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６．くらしの安全・安心の確保 

 

３）市内事業者・市民生活に対する支援 

物価高騰等の影響を受ける市内事業者の事業継続等に対する支援

・物価高騰をはじめ経営環境の大きな変化に対応しながら経済活動を続ける事業者

に対し、事業継続や経営基盤強化に繋がる財政支援を引き続き行うこと 

 地域の生活に必要な公共交通を維持するための支援 

・燃油価格の高騰や運転手不足等に大きな影響を受ける公共交通事業者に対し、引き

続き事業の維持・継続に必要な財政支援を行うこと 

4）生態系被害防止対策の強化 

 ニホンジカ、ツキノワグマの侵入・定着防止対策の実施 

・六甲山系の生態系保全や災害防止のため、周辺自治体及び国等の関係機関と連携し

たニホンジカの侵入・定着防止対策を実施し、生息域の拡大防止を図るとともに、

必要な財政支援を行うこと 

・近年、ツキノワグマの行動範囲が県南部に拡大しており、市内でもツキノワグマが

確認されていることから、広域的なモニタリングをより一層強化するとともに、市

が実施する調査について必要な財政支援の強化を行うこと 

 特定外来生物対策の強化 

・特定外来生物のうち、特に近年侵入が確認されたクビアカツヤカミキリ、ツヤハダ

ゴマダラカミキリ、ナガエツルノゲイトウ等による被害及び分布の拡大を阻止する

ため、防除対策への支援の拡充や広域防除連絡体制の強化を図ること 

 

 

 

1）    建設局 道路工務課長 冨田 英明   078-366-0362 

教育委員会事務局 児童生徒課課長（児童育成担当） 向井 昌博   078-984-0724 

危機管理局 防災企画課課長（被災者支援担当） 大西 聡   078-322-6251 

福祉局 相談支援課長 佐藤 賢次   078-366-0362 

1）2） 危機管理局 防犯対策課長 澁谷 享一郎   078-322-6075 

3）    経済観光局 経済政策課課長（企画担当） 山田 智也   078-984-0331 

都市局 交通政策課課長（モビリティ推進担当） 田中 孝司   078-595-6714 

4）    環境局 部長（自然環境担当） 岡田 篤   078-595-6212 
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１．まちの活力の創出 

»県民センター、総務部、企画部、県民生活部、産業労働部、環境部、 

土木部、まちづくり部、教育委員会 

１）市街地西部等地域の活性化への支援 

 新長田駅周辺における県市一体となったまちの活性化の推進 

・駅前広場の再整備や西市民病院の若松公園への移転などをさらなる「まちの賑わい」

につなげるため、引き続き、新長田キャンパスプラザとの連携など、「新長田合同

庁舎地域連携会議」を活用した取組みを進めること 

・ＪＲ新長田駅への快速停車及び東口の設置について地域住民の機運醸成とともに、

ＪＲ西日本に対して働きかけるなど、県市一体となってまちの活性化を推進するこ

と 

 地下鉄海岸線沿線施設や企業との一層の連携による集客力の強化 

・地下鉄海岸線沿線における県関係機関や集客施設等の立地促進及びノエビアスタ

ジアム神戸・兵庫運河等を活用したイベント開催、支援を行うこと 

・また、県立兵庫津ミュージアムで高い集客力が見込めるコンテンツを企画・実施す

ること 

 県庁移転に伴う六甲アイランドの活性化と六甲ライナー混雑対策 

・県庁移転を契機として、県市一体となって地域との連携を深め、まちの賑わいや島

内の活性化を推進すること 

・市や地域、交通事業者と連携し、六甲ライナーの混雑ピークへの影響を緩和する交

通対策を推進すること 

２）公共交通の維持・充実 

 西北神地域の主要な基幹鉄道である神戸電鉄に対する支援 

・国の採択条件に合わせた鉄道施設の改良・更新にかかる事業費を確保すること 

・粟生線の存続を図るため、引き続き、広域行政を担う兵庫県が中心となって調整す

ること 

 

 

 

9 



 

 

 

 

３）「神戸マラソン」開催にかかる取り組みの継続  

 さらなる魅力的な大会運営にかかる事業費の確保および人員の配置 

・県市・関係団体との連携のもと、新しいコースとなった神戸マラソンをさらに魅力

的な大会となるよう安全・安心な大会の運営に必要な事業費の確保および人員を配

置し、競技性の向上やまちの賑わい創出などに取り組むこと 

４）「神戸ルミナリエ」の財政支援  

 阪神・淡路大震災の鎮魂と記憶の継承、まちのさらなる魅力発信を目指

し開催する「神戸ルミナリエ」への財政支援の継続 

５）地場産業の振興 

 地場産業強化に対する支援 

・灘の酒、ケミカルシューズ、真珠加工、スイーツ、アパレルなどの地場産業におけ

る需要拡大、販路開拓、ブランド力強化、魅力発信、人材育成等の財政支援を拡充

すること 

６）商店街・小売市場の活性化への支援 

 商店街・小売市場への財政支援の拡充 

・安心・安全で魅力ある商店街・小売市場が持続可能な地域拠点として運営できるよ

う、経年劣化が進むアーチ・アーケードの改修や賑わい創出・集客にかかる事業等

への財政支援の拡充を図ること 

７）文化財の保護・活用の推進 

 文化財修理補助にかかる事業費の確保 

・文化財の保存修理や埋蔵文化財発掘調査等を計画的に実施し、文化財の活用を積極

的に支援するため、国庫補助金の増額を国に対して働きかけること 

また、これに伴う県の随伴の予算額を引き続き確保すること 

・県指定文化財の滅失を未然に防ぐため、防災設備の設置・改修のみならず保守点検

等の維持・管理に関する財政支援を拡充すること 
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８）豊かな海づくりの実現に向けた取組みの推進 

 栄養塩類の増加措置の推進 

・兵庫県栄養塩類管理計画に規定している栄養塩類増加措置実施者の追加や、大阪湾

における関係自治体等が連携・協力する場である「大阪湾灘協議会」の結成等、海

域への栄養塩類の供給に向けた取組みを推進すること 

９）脱炭素社会の実現 

 燃料電池自動車に対する財政支援 

・燃料電池自動車の普及促進のため、導⼊に対する財政支援の拡充を行うこと 
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